
と
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と
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。
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「
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
た
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
通
い
、
泊
ま
り
、
訪
問（
看
護
・
介
護
）の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
高
齢
者
の
自
宅
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
設
で
す
。
建

物
全
体
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
納
め
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
木
造
平

屋
建
て
と
し
、
天
井
の
高
い
広
間（
居
間
・
食
堂
）を
中
心
に
９
つ

の
宿
泊
室
が
取
り
囲
む
平
面
計
画
と
し
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
な
る
昼
間
は
宿
泊
室
の
障
子
を
開
放
し
、
居
間
・
食
堂
と
一
体

で
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。�

（
細
見
・
神
崎
）

　

₄₀
年
前
に
建
て
ら
れ
た
幼
稚
園

の
増
改
修
工
事
で
す
。
園
内
で
給

食
を
作
る
た
め
に
新
た
に
給
食
室

と
搬
送
用
ダ
ム
ウ
ェ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、
預
か
り
保
育（
通
称
：
な

む
な
む
）の
た
め
の
保
育
室
・
ト

イ
レ
と
倉
庫
を
増
築
し
ま
し
た
。

併
せ
て

正
門
前

の
整
備
と

遊
戯
室
・

外
壁
等

の
改
修

を
行
い
ま

し
た
。

（
若
林
・

伊
達
）

　2021年も一昨年に引き続き新型コロナ
ウイルス感染症の影響を感じる１年となり
ましたが、ワクチン接種のおかげか秋には
感染者数も大幅に減り、終息への希望が少
し見えてきたように思います。
　世界の状況を鑑みますとまだまだ安心は
できない状況ですが、本年も感染症対策を
徹底し、皆様のお役に立てるよう鋭意努力
してまいります。
　新型コロナウイルス感染症の終息を願う
とともに、本年も何卒よろしくお願い申し
上げます。
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３
施
設
を
現
地
改
築
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
う
ち
、
城
東
老
人
ホ
ー
ム
、
す

み
れ
保
育
園
は
２
０
２
０
年
３
月
に
竣

工
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
最
後
の

１
施
設
で
あ
る
す
み
れ
病
院
が
竣
工
し

ま
し
た
。

　

旧
病
院
か
ら
ロ
ビ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
各
所
ス
ペ
ー
ス
を
拡

幅
し
、
病
棟
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
屋

上
デ
ッ
キ
な
ど
を
設
け
ア
メ
ニ
テ
ィ
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。
内
装
で
は
「
森
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
木
目
や
緑
の
配
色
を

行
い
、
す
み
れ
色
を
各
所
に
配
置
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
外
構
工
事
中
で
す
が
、
広
々
と

し
た
広
場
や
中
庭
な
ど
を
整
備
し
、
利

用
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
安
ら
ぐ
豊
か
な
空

間
を
目
指
し
て
い
ま
す
。（
若
林
・
山
根
）
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移
転
新
築
工
事
竣
工
に
引
き
続
き
、
既
存
棟
の
耐
震
補
強
及
び

改
修
工
事
を
行
い
、
病
棟
と
事
務
部
門
を
整
備
し
ま
し
た
。
１
病

棟
28
床
を
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さ
せ
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が
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工
事
で
あ
っ
た
た
め
、
工
期
を
２

期
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分
け
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と
と
も
に
鋼
管
コ
ッ
タ
ー
工
法
に
よ
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低
騒
音
低
振

動
の
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法
を
選
定
し
ま
し
た
。�
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［特集］　株式会社前田組 本社社屋

株式会社前田組
本社社屋

鹿児島県鹿児島市　19年8月竣工
施主　株式会社前田組
施工　株式会社前田組
鉄骨造地上4階建

　片側二車線の国道から入ってすぐのこの土地は思いのほ
か静かで、正面の緑あふれる公園は日々の疲れを癒してくれ
ます。敷地内の西側に立つ柿の木も市街地では珍しく弊社
のシンボルツリーとなっており、実から実へと小さく飛び回
るメジロの姿は心が洗われます。
　昭和49年から約45年間、旧社屋は贅沢をすることなく必
要最低限の機能のみを備えた古き良き社屋でした。老朽化
からの建て替えに際しては時代に即した建物を、そして近隣
に溶け込むような社屋を目指し、京都建築事務所様のお知
恵をお借りしました。建築の請負を生業とする身として、施
主側になろうとはゆめゆめ思わず、慣れない作業ではありま
したが、スタッフの皆様とやり取りをした日々は何事にも代
えがたく、モノづくりの楽しさを改めて感じたしだいでした。
　竣工から２年以上が経過しましたが、新社屋で送る日々は
とても快適で、木の香りと温もりに包まれております。旧社
屋で３階６部屋に分かれていた各部署はワンフロアにまとま
り、お互いの意思疎通が図られ作業効率も上がりました。た
わいもない会話からは自然と笑顔が溢れ、以前にも増して明
るい職場になったと思います。
　京都建築事務所の皆様には改めて衷心より感謝申し上げ
ます。本当にありがとうございました。
 （代表取締役専務　前田 忠倫 様）
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　鹿児島市の中心地、城山のふもと、緑豊かな平山公園に隣接する環境の
良い場所に立地する、鹿児島市に本社のある建設会社の新社屋です。
　外観は、この地域に江戸期、鹿児島城下で屋敷が立ち並んでいた歴史や、
緑豊かな公園と調和し、会社のブランド力を高められるデザインを目指し
ました。外観を印象づける杉板の下見板張りと軒天の羽目板、それらの木
部を引き立てるシンプルな黒色の対比と、水平ラインを強調するバルコ
ニーが外観の特徴となっています。
　建物内部は、社員間のコミュニケーションの活性化と、情報共有を促進
するため、部門間の仕切りを無くし、全部署を２階のワンフロアにおさめ
ることで、意思疎通を促し一体感を生み出すようにしました。建物の断熱
性能の向上とともに、バルコニーによる日射制御や、開口部にはLow-eガ
ラスを用いるなど高断熱省エネルギーに配慮しつつ、自然採光、自然換気
を積極的に活用したエコオフィスとしています。また、災害時に地域への
災害支援が迅速に行えるように、建物の耐震性能の向上を図るとともに、
非常時の電源確保に対応できる設計としています。
　内装にはオフィス内部の床や壁の一部に木材や大谷石を使用し、建物全
体に自然素材を用い親しみやすくあたたかみのある空間を目指していま
す。また、正面、公園側に面したホールや階段室からは、大きなガラス開
口部により、内部空間に公園の眺望を取り込むなど、外部と一体感のある
デザインとしています。 （川下・森下・中村）
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